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究がされましたが最終的には成功しませんでした. 1 1 成功 |一一…一一
第2は池田グループの 40Caの微視的クラスト 112 仙の構造:アナログ.180と異なる機機2・鈴木・
模型による研究です. これもクラスター構造はこ 1 1 →w パンド計算圃実感ともに出ず
の領域では軽い核のようには成立しないとの結論 113.=妙子3222綜野異なる→機機堀内
でした.第3は44Tiの研究です.この核は典型的 1 I I I 日夕穣 1__ -
なクラスト構造をもっ却Neの類似核であり，ゃ 1 328 = 16刊の構造への拡張の鵬機盤拡
殻領域における典型核として国内外の多くの研究 1__r • ・
.，. J.，-.J... '" /ikJ.，園町1'1スピン・軌道カが強くなり(4)対称性のbrωkdoWIIが起こ
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次は 44Tiの構造です (slide5).44Tiは励起エネルギー 8.54MeVにα粒子移行反応で強く励起さ
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( 1 )α_ 160ポテンシャルによる 20Neのクラスター構造と α+160散乱の統一
α ー160ポテンシヤルで 20Neのクラスター構





特徴的な振動模様を示す現象， Backward Angle 
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-時避織機織養護 E=25→ 5MeV 




































，E=25→ -5 MeV -'" 紳riの構造
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1. K='O-バンドは存在す!認定註台装 | 
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(2) 8.54 MeVの状態も 0+でないことが判明しました.スピンは特定できませんでしたが Oではな
いことははっきりしました.




( 4 )40Caでの K=O一バンドの予言と発見


































































of Theoretical Physicsのサプリメント No.132[23]にまとめられています (slide22).
池田さんたちが質量数 20付近までの軽い領域で Progressof Theoretical Physicsのサプリメント
















という視点は 160+160 散乱に見られる虹散乱の理解にも大きく寄与することができました [27].
160+160 の虹散乱を通じて 160_160 問の相互作用がかなり正確に決まりました.この系についても
















































1. W. Wefelmeiyer， Z.Phys. 107， 332 (1937). 
2. M. Blatt and V. F. Weisskopf， Theoretical Nuclear Physics (John Wiley & Sons Inc， 1952). 
3. 1. Shimodaya， R. Tama伊 ki，and H. Tanaka， Prog. Theor. Phys. 27，793 (1962). 
4. Prog. Theor. Phys. Suppl. 52 (1972). 
5. Prog. Theor. Phys. S叩 pl.68 (1980). 
6. F. Michel， G. Reidemeister， and S. Ohkubo， Phys. Rev. Lett. 57， 1215 (1986). 
7. T. Yamaya， S.Oh-ami， M. Fujiwara， T. Itahashi， K. Katori， M. Tosaki， S.Kato， S.Hatori， and 
S. Ohkubo， Phys. Rev. C 42， 1935 (1990); T. Yamaya， S.Oh-ami， O. Satoh， M. Fujiwara， T. 
Itahashi， K. Katori， S.Kato， M. Tosaki， S.Hatori， and S. Ohkubo， Phys. Rev. C 41， 2421 (1990). 
8. S. Ohkubo and K. Umehara， Prog. Theor. Phys. 80， 598 (1988); T.Yamaya， M. Saito， M. 
Fujiwara， T. Itahashi， K. Katori， T. Suehiro， S. Kato， S.Hatori， and S. Ohkubo， Phys. Lett. 
B306， 1 (1993). 
9.大久保茂男，昭和62年度一平成元年度文部省科学研究費補助金一般研究C研究成果報告書 r4Ti領域に
おける原子核の分子的構造の研究J(1990.3)p.1-109. 









15.大久保茂男， r原子核の分子的構造:44Ti領域への展開」 日本物理学会誌 45巻， 648 (1990). 
16.山屋尭原子核のクラスター構造とアルファ粒子移行反応:fp殻領域でのαクラスター構造の観測J日
本物理学会誌 46巻， 585 (1992). 
17.大久保茂男原子核の分子的構造一 fp領域への展開と武谷三段階論J素粒子論研究 76，137 (1988). 
18.大久保茂男原子核物理の将来一核理論の課題一(各論シリーズ第 11回)原子核のクラスター構造一
fp殻領域を中心に-J 素粒子論研究 85， 423 (1992). 
19. S. Ohkubo， T. Yamaya， and P. E. Hodgson， Nuclear Clusters， Oxford Studies in Nuc1ear Physics 
No.22， edited by H. Ejiri and H. Toki Nucleon-hadron many body system (1999， Oxford University 
Press) p.150-189. 
20. F. Hoyler， P.Mohr， and G. Staud七， Phys. Rev. C 50， 2631 (1994). 
21. S. Ohkubo， Phys. Rev. Lett. 74， 2176 (1995). 
22. B. Buck， A. C. Merchan 
? ?? ?
研究会報告
討論
国贋:どうもありがとうございました。
池田:人間の一生は短いです。それで私は、いまのことに特に反論するつもりはないのですけれども、
私が終わりと言ったのはその模型が終わりと言っているわけではないのです。終わりまでやり
切ることが非常に重要である。それなしには、次の発展というもの、認識の発展はないのだと、
これは哲理であります。 私が強調したかったのは、シェルモデ、ルが徹底的にいろいろなこと
をやってくれたからこその、高い励起情報、低いほうの状態をやったら、そこにある例外的な
ものをつなぎ合わせると、新しいものの見方ができるんだということを言ったのです。それを
発展させるには、やはり重要なことは、課題が設定されるわけではなくて、課題のキーポイン
トになる流れをつくることのキーポイントは何かということを、われわれは具体的に示さなけ
ればいけません。そのときは、ものになるかどうか、わからないわけです。わからないけれど
も、それがそういうふうに考えられたら、勇敢にそれを出して、それを徹底的に発展させて、研
究ですから、誰もがやらないわけですから、徹底的にやって次の認識につなげなさいと。それ
がやはり基礎物理学というか、われわれのやっていることではないか。その繰り返しです。
大久保さんがやられたのは、重い核へ行くところのキーポイントが、 1つは先ほどの negative
parityにもありますけれども、やはり虹現象、すなわちレインボ一散乱で、ポテンシヤルとい
うものを抽出できるんだということの、やはり、そこのところがキーポイントになって、次へ
発展するポイントを見つけられたと。 そういう意味で私は、ここにちゃんと書いてあります
ように、われわれはそういう研究を何度も繰り返したという歴史が、科学の歴史なのだろうと
思っております。そういう意味で、あなたの終わりということ。
大久保:あなたの「終わり jは第二世代の終わりで、終わりは第三世代の始まりだということです。
池田:そうです。そういうことだけちょっと。
大久保:ようするに2重'性を持っているということですね。
国贋:田中先生、どうでしょうか。よろしいですか。
坂東:辺境の地でクラスターが始まって、また辺境の地で次の世代が始まったということなのでしょ
うか。そのへんがちょっと、どうして。いろいろと矛盾が出てきて、どれもうまくし、かなかっ
たと。それをどこで見つけるかわからないですけれども、そういうところで始まったような、
何か、どうなんでしょうか。
大久保:私の場合は、結局、小林研で、すから、永田・坂東という核力の偉大な成果があるわけです。
Hole line expansionとし、う。
ですから結局、核力とパウリ原理という大きい流れのなかでものごとを考えてきていますか
ら、それは、非常にうまくいくときと、やっぱりそうでないときというのがあって、そこはやっ
ぱり、見極めなければいけないわけです。だけど京都にいれば、やっぱり永田・坂東ラインに
入っているわけですから、そこから出てみるというのは難しいわけです。そういう意味では、
一歩外に出るという意味では、私は高知で流行に乗らずに考えていましたし、この虹を考えて
も、ちょうど外国にいたときに精神的に自由になって、核力から核構造というのは、非常に大
事なんだけれども、つねに正攻法ではものごとが突破できるとは限らない。これは核力の、武
谷三段階論でもそうだ、ったと思います。
だからやっぱり、そこのところをよく見極めるということが大事ではないか。ですから、非
常に大きい流れのときには、核力と核構造、パウリ原理というのは非常にパワフルですけれど
も、大きい壁を乗り切るときには、核力からだけでは原子核は理解できるとは限りません。そ
れは池田先生が言われたように、シェルモデルとか、ボアーのコレクティプモデノレ、核力と関
係なく出てきているわけですから。ですから辺境の地というのは重要だと思います。
池田:ひと言だけ。先ほど言ったんですけれども、私も新潟の地で十何年いました。それはそこがそ
ういうことを許してくれるのです。大きい大学、東大も行ってきましたけれども、東京大学に
いたときは、やっぱり大学が忙しいのです。毎年やっぱり変わったテーマをつくらなければい
けないのです。それもドクターの学生ですから、一人ひとり、新しい課題を考えなければいけ
ないのです。それが 1つ。
私ができたもう 1つの理由は、じゃあ、田舎に行ったらそれができるかというと、そうでも
ありません。ょうするに、それをつなぐ場所が必要なのです。おかげさまで私は、新潟に行く
前に、京都大学と東京大学と日本大学に行きまして、東京の人と全国的な人とのつながりがで
ヮ ????
「学問の系譜ーアインシュタインから湯川・朝永へ j 
きて、基研、核物理研究センター、それから理化学研究所、高エ研、それからもう 1つ大きい、
原子核研究所を、別の言い方をすれば、フルに活用させていただきました。その2つがあって、
初めてできるのではなし、かと私は，思っております。
大久保:私の場合もサプルメントで書きましたように、基研の研究会をその前に何回もやっています
から、基研でプロジェクトを認めていただいて、重い核でクラスターがいけるということを認
めていただいてやっていますから、やっぱり基研の存在というのは、非常に大きいと思います。
杉本大:辺境の話ですが、例えば東京のなかにも、辺境の地があるというお話を。私は杉本と申しま
して、天体物理、天文学です。
実は駒場という辺境の地におりまして、結局、何ができたかというと、私は 1996年ごろに
は、世界最高速の専用計算機を使った多体問題をやっていたのです。それはその後、べつに天
体の多体問題だけじゃなくて、タンパク質のMDとか、そんなものにも使われています。それ
はいま世界最高速の計算機で、地球シミュレーターよりも速いのです。
そういうことを始めましたときに、みんなが言ったのは、杉本さんはそんなあほな計算機づ
くりなんかせずに、もうちょっと天文学をやったほうが、世の中のために役に立つから、そん
なものはやめろと、いうことでした。
もし私が本郷の天文学教室に居たら、やめさせられていたところですが、駒場という辺境の
地で、総合文化研究科の広域科学科というところにいたからできたのです。
そういう意味で、いまの場合は、その両方の条件を満たしていました。東京に近いですから、
いろいろなところにも行けます。辺境といってもメンタルに遠ければいいので、 configuration
spaceで遠いという必要は必ずしもないという話です。
国慶:どうもありがとうございました。面白い話になってきているのですが、残念ながら時間のほう
が押しています。だいぶいろいろな、基研にとってもうれしい話に展開してきているように思
いますが、すみません。どうもありがとうございました。
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